
学校番号 ３１２ 

 

令和３年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 コミュニケーション英語Ⅲ ３ 第３学年 

桐原書店「World Trek English 

Communication III New Edition」 

桐原書店「World Trek English 

Communication III Workbook」 

数研出版「Jet Reading Level 3」 

数研出版「Listening Laboratory 

Advanced」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

       コミュニケーション英語Ⅲは「話すこと（アウトプット）」「書くこと」、「聞くこと（インプット）」、「読むこと」という

４技能の力をつける授業です。引き続き、「思い・考えたことを、話したり・書いたりする」という、１つ上の言語活動を

多く行います。授業では活動に積極的に参加しましょう。 

 英語の語彙や文法については、特に語順に注意を払い、インプット・アウトプット共に、段階を踏んで力を上げていき

ます。 

 また、リーディングについては、多読に力を入れながら、パラグラフリーディングやスキャニイングのスキル等も養っ

ていきます。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第Ⅲ学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（３単位） 

及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

◇自分の経験、将

来の夢や希望など

についてメモを見

ながら理由と具体

例を添えて短く説

明することができ

る。 

◇身近なトピック

（趣味や将来の夢

や希望など）につ

いて幅広く意見や

情報の交換ができ

る。 

コミュニ

ケーショ

ン英語Ⅲ・

英語表現

Ⅱ 

 

スピーキ

ングテス

ト 

◇身近な話題に関 

して説明をし、自分 

の意見を、つなぎの 

語やフレーズを活 

用して、まとまりの 

ある段落をひとつ 

書くことができる。 

◇慣れ親しんだ語や 

表現を用いて、物事 

の手順を筋道立てて 

書くことができる。 

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ン英語Ⅲ・

英 語 表 現

Ⅱ 

 

ペ ー パ ー

テスト 

レポート 

◇日常的な挨拶が 

でき、簡単な出来 

事や経験などにつ 

いてやり取りをす 

ることができる。 

◇ゆっくりはっき 

りと話されれば、 

外国の文化・風習 

などなじみのない 

ことでもその概要 

を理解することが 

できる。 

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ン英語Ⅲ・

英 語 表 現

Ⅱ 

 

リ ス ニ ン

グテスト 

◇300 語程度

の英文を読

み、全体の要

旨を理解する

ことができ

る。 

◇簡単なマニ

ュアルや手引

き書などを理

解し、その内

容に沿って行

動できる。 

コミュニ

ケーショ

ン英語Ⅲ・

英語表現

Ⅱ 

 

レポート 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識・理解 



実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

持ち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目標

を明確に評価できる方法で実

施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

英語やその運用についての知

識を身につけているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に判断できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Reading 

Focus１ 

My Hair 

Cutting 

World Trek 

(1 時間) 

1000人ヘアカッ

ト世界一周の

旅。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・セクションごとに音読

したり内容に対する感

想や意見について話

し、ペアで伝え合う。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

・教科書の要約などを利

用して、ペアでセクシ

ョンごとに概要を把握

し伝え合う。 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「外国語理解の能力」 

・美容師の桑原淳さん

が 1,000 人ヘアカット

世界一周の旅に出た理

由や，その旅で得たも

のについて読み取る。 

・セクションごとに、サ

マリーチャートを使い

ながら、本文内容の概

要を把握する。 

・美容師の桑原淳さ

んが世界一周の旅に

出た理由や，その旅

で得たものについて

読み取ることができ

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・フレーズリーディングを
理解する。 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

・フレーズリーディング
を理解する。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆答テ

ストにおいて、知

識が身についてい

るかを判断する。 



 

 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Reading 

Focus２ 

Are You an 

April 

Fool? 

(1 時間) 

エイプリルフー

ルについての紹

介 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・セクションごとに音読

したり内容に対する感

想や意見について話

し、ペアで伝え合う。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

・教科書の要約などを利

用して、ペアでセクシ

ョンごとに概要を把握

し伝え合う。 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「外国語理解の能力」 

・「エイプリルフール

の日」がどのように始

まったかについて理解

する。 

・セクションごとに、サ

マリーチャートを使い

ながら、本文内容の概

要を把握する。 

・「エイプリルフール

の日」の起源につい

て理解する。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英語では，同じ表現のく
り返しを避けて，代名詞

や別の語による言い換
えが用いられることを理
解する。 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

・代名詞を理解する。 
・語句の言いかえを理

解する 
 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆答テ

ストにおいて、知

識が身についてい

るかを判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Reading 

Focus３ 

Gift-

giving 

Customs 

(1 時間) 

さまざまな国の

贈り物の習慣に

ついて 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・セクションごとに音読

したり内容に対する感

想や意見について話

し、ペアで伝え合う。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

・教科書の要約などを利

用して、ペアでセクシ

ョンごとに概要を把握

し伝え合う。 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「外国語理解の能力」 

・さまざまな国の贈り

物の習慣について理解

する。 

・セクションごとに、サ

マリーチャートを使い

ながら、本文内容の概

要を把握する。 

・贈り物をする慣習

が国や文化によって

異なることについて

理解することができ

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英文の段落が主題文，

支持文，結論文などで構
成されることを理解す
る。 

・本文で論旨の流れや各

段落の主題・支持文を

を確認する。 

・英文の段落が主題

文，支持文，結論文な
どを理解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆答テ

ストにおいて、知

識が身についてい

るかを判断する。 



 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Reading 

Focus４ 

Sai's 

Horse  

(1 時間) 

塞翁が馬」の故

事の紹介 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・セクションごとに音読

したり内容に対する感

想や意見について話

し、ペアで伝え合う。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

・教科書の要約などを利

用して、ペアでセクシ

ョンごとに概要を把握

し伝え合う。 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「外国語理解の能力」 

・塞という人物に起こ

る幸運に思える出来事

と不運に思える出来事

と，最後に得た教訓に

ついて読み取ることが

できる。 

・セクションごとに、サ

マリーチャートを使い

ながら、本文内容の概

要を把握する。 

・塞という人物に起

こる幸運に思える出

来事と不運に思える

出来事と，最後に得

た教訓について理解

できる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・話が時間の流れととも
に進む，「時間的順序」

の展開パターンを理解し
ている 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

・時制を理解する。 ・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆答テ

ストにおいて、知

識が身についてい

るかを判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Reading 

Focus５ 

Achilles’ 

Heel  

(1 時間) 

古代ギリシャの

伝説に基づくイ

ディオムの紹介 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・セクションごとに音読

したり内容に対する感

想や意見について話

し、ペアで伝え合う。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

・教科書の要約などを利

用して、ペアでセクシ

ョンごとに概要を把握

し伝え合う。 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「外国語理解の能力」 

・古代ギリシャの伝説

に基づくイディオムの

由来と使い方について

理解する。 

・セクションごとに、サ

マリーチャートを使い

ながら、本文内容の概

要を把握する。 

・古代ギリシャの伝

説に基づくイディオ

ムの由来と使い方に

ついて理解すること

ができる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ディスコースマーカーの
列挙・例示を理解する。 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

・ディスコースマーカー
の列挙・例示を理解す

る。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆答テ

ストにおいて、知

識が身についてい

るかを判断する。 



 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Reading 

Focus７ 

Are You 

Right-

brained or 

Left-

brained? 

(1 時間) 

右脳タイプと左

脳タイプの違い

について 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・セクションごとに音読

したり内容に対する感

想や意見について話

し、ペアで伝え合う。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

・教科書の要約などを利

用して、ペアでセクシ

ョンごとに概要を把握

し伝え合う。 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「外国語理解の能力」 

・右脳と左脳が扱う情

報の違いや，右脳型の

人と左脳型の人の違い

について読み取る。 

・セクションごとに、サ

マリーチャートを使い

ながら、本文内容の概

要を把握する。 

・ 右脳と左脳が扱う

情報の違いや，右脳

型の人と左脳型の人

の違いについて読み

取ることができる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「比較・対照」を行なうこ

とで，主張を明確にして
いく展開パターンを理解
している。 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

・「比較・対照」を行なう

ことで，主張を明確にし
ていく展開パターンを
理解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆答テ

ストにおいて、知

識が身についてい

るかを判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Reading 

Focus６ 

Out of the 

Wild into 

the 

Backyard 

(1 時間) 

野生動物との共

存について 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・セクションごとに音読

したり内容に対する感

想や意見について話

し、ペアで伝え合う。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

・教科書の要約などを利

用して、ペアでセクシ

ョンごとに概要を把握

し伝え合う。 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「外国語理解の能力」 

人間の生活圏に野生動

物が接近している原因

と結果についてことが

できる。 

・セクションごとに、サ

マリーチャートを使い

ながら、本文内容の概

要を把握する。 

人間の生活圏に野生

動物が接近している

原因と結果について

読み取ることができ

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・文と文の関係やパラグ
ラフとパラグラフの関係

が，「原因」と「結果」の関
係になっている展開パタ
ーンを理解する。 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

・文と文の関係やパラ
グラフとパラグラフの関

係が，「原因」と「結果」
の関係になっている展
開パターンを理解でき

る。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆答テ

ストにおいて、知

識が身についてい

るかを判断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson１ 

(12 時間)  

Emma 

Watson: A 

Sense of 

Self I'm 

Comfortable 

with 

エマ・ワトソ
ンが抱えてい
た悩みと，そ
れをどのよう
に乗り越えて
現在の活動に
至ったのかを
読む。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

エマ・ワトソンについ

ての説明文を読み，彼

女が抱えていた悩み

と，それをどのように

乗り越えて現在の活動

に至ったのかを理解し

ようとしている。 

セクションごとの内容 

に対する感想や意見に 

ついて話すためのキー 

ワードをワークシート 

にメモし、それを参考 

にしながらペアで伝え 

合う。 

ペア・ワークにおい 

て、互いに協力しな

がら会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動 

を観察する。  

・ワークシートを提 

出させ、その内容 

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・各セクションの内容

を 口頭で要約する 

・人生において大切な

ものについて，自分

の意見を英語で書く

ことができる。 

・各セクションの内容を 

口頭で要約する。  

・人生において大切なも

のについて，ペアやグ

ループで話し合うこと

ができる。 

Visual Story 

Outline を利用し

て，本文の内容を

説明することがで

きる。 

授業時間を利用して

要約の発表を行う。 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな 

い） 

Story Retelling を行う （本単元では設定し

な い） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

基本的な文章の構造に

ついて理解している。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・Discourse Analysis 

を使い確認する。 

 

・Discourse 

Analysis の問いに

正確に答えること

ができるかどうか

を評価する。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期 テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているか を判断

する。 

Lesson２ 

(12 時間)  

Why Do We 

Have Pets? 

なぜ私たちはペ

ットを飼うの

か，列挙されて

いる理由に注目

して読む。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

人間がペットを飼うこ

とについての説明文を

読み，そこに列挙され

ているさまざまな理由

を理解しようとしてい

る。 

イヌが好きか，ネコが好

きか，どちらも好きでは

ないかについて，立場の

違う人と話し合う。 

・間違うことを恐れ

ずに話している。 

・視線を交わした

り，身振りを交えた

りして，積極的に話

そうとしている。 

・うまく言えないこ

とがあっても，別の

語句や表現を使って

言い換えたりするな

どして，話を継続し

ようとしている。 

・ペアでの言語活動 

を観察する。  

・ワークシートを提 

出させ、その内容 

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

イヌが好きな人，ネコ

が好きな人，どちらに

も当てはまらない人に

分かれて，立場の違う

人と話し合うことがで

きる。 

イヌが好きか，ネコが好

きか，どちらも好きでは

ないかについて，自分の

意見を英語で書くことが

できる。 

・読んだことの概要

を捉えることができ

る。 

・文法にしたがって

正確な英語で表現す

ることができる。 

・内容の展開やつな

がりを示す語句に注

意しながら，聞き手

［読み手］にわかり

やすいように表現す

ることができる。 

レポートを提出さ

せ、その内容を取 組

状況の判断材料 とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

人間がペットを飼う理

由の一つとして，人々

が生まれつき動物への

愛着を持っているよう

であることを，実験の

内容とともに読み取る

ことができる。 

動物のかわいい外見の一

部が人間の幼児と似てい

る点や，文化による影

響，親交を持ちたいとい

う人々の欲望などもペッ

トを飼う理由として考え

られることを読み取るこ

とができる。 

 

イヌやネコを飼うこ

とについての対話を

聞き，内容を理解す

る 

定期テストの筆記テ 

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。  



 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

例示・列挙の文章展開

について理解してい

る。 

Discourse Analysis を

使い確認する。  

 

Discourse Analysis

の問いに正確に答え

ることができるかど

うかを評価する。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期 テ

ストの筆記テス トに

おいて、知識が 身に

付いているか を判断

する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson３ 

(12 時間) 

The 

History of 

the 

Croissant 

クロワッサンの

歴史について時

間的順序を表す

語句に注目しな

がら読み，身近

なものの文化や

歴史に興味を持

つ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

クロワッサンの歴史に

ついての説明文を読

み，身近なものの文化

や歴史に興味を持とう

としている。 

自分の好きな食べ物の起

源や歴史について調べ，

その内容を英語で発表す

る 

・間違うことを恐れ

ずに話している。 

・視線を交わした

り，身振りを交えた

りして，積極的に話

そうとしている。 

・うまく言えないこ

とがあっても，別の

語句や表現を使って

言い換えたりするな

どして，話を継続し

ようとしている。 

・ペアでの言語活動 

を観察する。  

・ワークシートを提 

出させ、その内容 

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

自分の好きな食べ物の

起源や歴史について調

べた内容を，英語で書

くことができる。 

・自分の好きな食べ物の

起源や歴史について書

いた内容を，発表する

ことができる。 

・読んだことの概要

を捉えることができ

る。 

・文法にしたがって

正確な英語で表現す

ることができる。 

・内容の展開やつな

がりを示す語句に注

意しながら，聞き手

［読み手］にわかり

やすいように表現す

ることができる。 

授業時間を利用して 

インタビューテスト

を実施する。 （テス

ト時は、１クラスに

教員３人を配置す

る） 

「外国語理解の能力」 

クロワッサンの歴史に

関するさまざまな伝説

のうち，古代ギリシャ

人に関する話とトルコ

軍によるウィーン包囲

に関する話について読

み取ることができる。 

・ウィーンからクロワッ

サンを紹介したと言わ

れるマリー・アントワ

ネットに関する話を読

み取ることができる。 

フランスでクロワッ

サンを流行させたと

言われるオーストリ

ア人の事業家アウグ

スト・ザングに関す

る話を読み取ること

ができる。 

・定期テストの筆記

テ ストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。  

「言語や文化についての知識・理解」 

時間的順序に沿った文

章展開について理解し

ている。 

Discourse Analysis を使

い確認する。  

 

Discourse Analysis

の問いに正確に答え

ることができるかど

うかを評価する。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期 テストの筆記テ

ス トにおいて、知

識が 身に付いてい

るか を判断する。 

Lesson４ 

(12 時間) 

Is 

“Free” 

Trade the 

“Best” 

Trade? 

自由貿易につい

て，農業国と工

業国との比較を

通じて基本的な

理解を得るとと

もに，その問題

点を読む。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

自由貿易についての論

説文を読み，自由貿易

についての基本的な理

解を得るとともに，そ

の問題点を理解しよう

としている 

自国の生産者を守るため

に関税をかけるべきかに

ついて，話し合う 

・間違うことを恐れ

ずに話している。 

・視線を交わした

り，身振りを交えた

りして，積極的に話

そうとしている。 

・うまく言えないこ

とがあっても，別の

語句や表現を使って

言い換えたりするな

どして，話を継続し

ようとしている。 

 

「外国語表現の能力」 

自国の生産者を守るた

めに関税をかけるべき

かを話し合うことがで

きる。 

・本文の内容を説明する

ことができる。 

・自国の生産者を守るた

めに関税をかけるべきか

について，自分の意見を

英語で書くことができ

る。 

・読んだことの概要

を捉えることができ

る。 

・文法にしたがって

正確な英語で表現す

ることができる。 

・内容の展開やつな

エッセイを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 



  

がりを示す語句に注

意しながら，聞き手

［読み手］にわかり

やすいように表現す

ることができる。 

「外国語理解の能力」 

自由貿易についての概

要を理解し，それにつ

いての工業国と農業国

の比較を通した具体的

な説明を読み取ること

ができる。 

自由貿易において，工業

国と農業国ではどのよう

な違いがあるのか，また

国は自由貿易から自らを

どのように保護している

かを読み取ることができ

る。 

自国の産業を保護す

ることにはどのよう

な問題があるか，ま

た現代の自由貿易の

もとで世界の国と国

の間で起きている不

公正について読み取

ることができる。 

レポートを提出さ

せ、その内容を取 組

状況の判断材料 とし

て活用する 

「言語や文化についての知識・理解」 

２つ以上のものを比

較・対照しながら説明

する文章展開について

理解している。 

Discourse Analysis を

使い確認する。 

Discourse Analysis

の問いに正確に答え

ることができるかど

うかを評価する。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson５ 

(12 時間) 

Experiments 

in Space 

宇宙で行われて

いるさまざまな

実験がどのよう

な問題を解決し

ようとしているの

かを読む。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

宇宙での実験について

の説明文を読み，さま

ざまな実験がどのよう

な問題の解決に役立つ

のかを理解しようとし

ている。 

宇宙開発の是非につい

て，ディベートで自分の

考えを主張しようとして

いる 

・間違うことを恐れ

ずに話している。 

・視線を交わした

り，身振りを交えた

りして，積極的に話

そうとしている。 

・うまく言えないこ

とがあっても，別の

語句や表現を使って

言い換えたりするな

どして，話を継続し

ようとしている。 

・ペアでの言語活動 

を観察する。  

・ワークシートを提 

出させ、その内容 

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

宇宙開発の是非につい

て，自分の考えを英語

で書くことができる。 

宇宙開発の是非につい

て，自分の考えをもとに

ディベートを行うことが

できる。 

・正確な英語で表現

することができる。 

・文のつながりや構

成に注意して，意見

や根拠が明確な内容

を書くことができ

る。 

・説明や描写の表現

を工夫して書くこと

ができる。 

レポートを提出さ

せ、その内容を取 

組状況の判断材料 

として活用する 

「外国語理解の能力」 

国際宇宙ステーション

の中で行われているレ

タスの栽培実験につい

て，宇宙で栽培されて

いる理由やその栽培方

法を読み取ることがで

きる。 

宇宙ステーション内での

メダカの飼育実験と人工

血液を結晶化させる実験

について，その実験内容

と，それによって将来可

能になるであろうことを

読み取ることができる 

宇宙開発の是非に関

する会話を聞いて，

内容を理解すること

ができる。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。  

「言語や文化についての知識・理解」 

問題点とその解決策を

説明する文章展開につ

いて理解している。 

Discourse Analysis

を使い確認する。 

Discourse Analysis

の問いに正確に答え

ることができるかど

うかを評価する。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Lesson６ 

(12 時間) 

Turning a 

Desert into 

a Green 

Land 

中村哲さんが長

年にわたり行っ

てきた支援活動

について，出来

事の原因と結果

を押さえながら

読む。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

中村哲さんについての

説明文を読み，アフガ

ニスタンでの用水路建

設の経緯や現地の人々

の困難を理解するとと

もに，氏の言葉の意味

を考えようとしてい

る。 

ワークシートを利用し、

紹介すべきポイントを把

握して決められた時間内

に発表する 

海外の困っている

人々のために自分た

ちができる支援につ

いて，話し合おうと

している。 

・ペアでの言語活動 

および紹介発表を

観察する。  

・ワークシート、発

表原稿を提出さ

せ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

海外の困っている人々

のために自分たちがで

きる支援について，話

し合うことができる。 

海外の困っている人々の

ために自分たちができる

支援について，自分の意

見を英語で書くことがで

きる。 

・正確な英語で表現

することができる。 

・文のつながりや構

成に注意して，まと

まった内容を書くこ

とができる。 

・説明や描写の表現

を工夫して書くこと

ができる。 

授業時間を利用して 

インタビューテスト

を実施する。 （テス

ト時は、１クラスに

教員３人を配置す

る） 

「外国語理解の能力」 



 

 

パキスタンでボランテ

ィアの医療活動をして

いた中村医師がアフガ

ニスタンに診療所を開

設し，さらには用水路

の建設を始める決意を

した経緯を読み取るこ

とができる。 

モスクやマドラサの建

設や，訓練学校の計

画についての説明を

読み，そこに込めら

れた中村医師の思い

を理解するととも

に，氏の言葉の意味

について考えること

ができる。 

海外の人々への支援

に関する会話を聞い

て，内容を理解する

ことができる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。  

「言語や文化についての知識・理解」 

原因と結果が述べられ

ている文章について理

解している。 

Discourse Analysis を

使い確認する。 

Discourse Analysis

の問いに正確に答え

ることができるかど

うかを評価する。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期 テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson７ 

(12 時間) 

The Power 

of 

Friendship 

さまざまな調査

結果から，友情

が健康に与える

影響はもっと評

価されるべきと

いう筆者の主張

を理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しな

い） 

ワークシートを利用し、

筆者の主張について意見

交換をペア・ワークで行

う。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「外国語表現の能力」 

子どもの積極性とグル

ープ行動との関連に関

する研究内容を聞い

て，内容について話し

合ことができる 

さまざまな調査結果

から自己の意見を述

べ、ディベートを行

う。 

子どものグループの

行動傾向に関する調

査結果を聞き，自己

の意見を表現でき

る。 

レポートを提出さ

せ、その内容を取 組

状況の判断材料 とし

て活用する 

「外国語理解の能力」 

友情と健康の関係につ

いての論説文を読み，

友情が健康に与える影

響はもっと評価される

べきという筆者の主張

を理解しようとしてい

る。 

友情が健康によい影響を

与えた男性の事例と，な

ぜ友情がよい影響を与え

るのかについての考察を

読み取る 

友情が健康維持に与

える影響力はもっと

評価されるべきだと

いう筆者の主張と，

それを裏付ける研究

事例報告を読み取る

ことができる 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。  

「言語や文化についての知識・理解」 

英文全体の論旨の展開

について理解してい

る。 

Challenge Exercises 

を利用して論旨の展

開を理解する。 

Challenge Exercises 

3 の問いに正確に答

えることができる。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期 テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているか を判断

する。 

Lesson８ 

(13 時間) 

What a 

Small 

World! 

人のネットワー

クをたどること

で世界中の人々

に容易に結びつ

けるという理論

について，筆者

の批判的考察を

読む。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

間違うことを恐れず、 

積極的に江戸時代の循

環型社会についての情

報について話す。 

ワークシートを利用し、

キーワードをもとに各資

料を示しながら江戸時代

の循環型社会について簡

単な英語で説明する。  

間違うことを恐れ

ず、 積極的に江戸時

代の循環型社会につ

いての情報について

話している。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

社会学者スタンレー・

ミルグラムが行った実

験について英語で説明

することができる 

社会学者スタンレー・ミ

ルグラムが行った実験に

ついて英語で説明し、人

のネットワークについて

意見交換をする。 

社会学者スタンレ

ー・ミルグラムが行

った実験について英

語で説明し、人のネ

ットワークについて.

自分の意見を述べる  

授業時間を利用して 

インタビューテスト

を実施する。 （テス

ト時は、１クラスに

教員 3 人を配置す

る） 

「外国語理解の能力」 

「スモール・ワールド

仮説」を解き明かそう

と社会学者スタンレ

ー・ミルグラムが行っ

た実験について読み取

ることができる。 

ミルグラムの実験の成果

に対する数学的考察を読

み取る。 

ミルグラムの実験の

成果に対する社会的

考察を読み取ること

ができる。 

定期テストの筆記テ 

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。  

「言語や文化についての知識・理解」 

英文全体の論旨の展開

について理解してい

る。 

Challenge Exercises を

利用して論旨の展開を理

解する。 

 

Challenge Exercises 

3 の問いに正確に答

えることができる。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 


